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研究成果の概要（和文）：本研究は、LGBTQ+研修プログラムの開発とその効果の検証、また、倫理規定やガイド
ラインの作成を目的として実施した。その結果初心者、中級者、また教員対象のプログラム、当事者についても
年齢に応じた内容のものを作成した。特に、中級者向けのプログラムでは、実際の対応方法等についてグループ
でのディスカッションも含まれているため、オンラインでの効果は対面のものよりも低いことが明らかとなっ
た。ガイドラインの作成に関しては、令和2年に作成した大学のガイドラインに基づいた研修会を開催した。そ
の結果、当事者の学生から学内での受け入れが以前より良くなったと感じられ、過ごしやすくなったとの反応を
得られた。

研究成果の概要（英文）：This study was conducted to (1) develop an “LGBTQ+ training program for 
psychological support professionals” and verify its effectiveness, and (2) create an ethical code 
and guidelines as a basis for clinical practice and research activities. 
For (1), we created programs for beginner and intermediate counselors, as well as for teachers, with
 content that corresponded to the age range of the target students. The online program for beginners
 showed little difference in effectiveness from the face-to-face program.　However, programs for 
intermediate level students, which included group discussions on actual response methods, proved to 
be less effective online than in-person programs.
As for (2), training sessions for faculty members and students were held on campus in order to 
disseminate the guidelines created in 2020. As a result, we received responses from the students 
concerned that they felt more accepted on campus. 

研究分野：臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、これまであまり開発されてこなかったLGBTQ+に関する心理支援者や教員の理解度やLGBTQ+の児童生徒
の年齢群などによって内容を変えたものであった。また、オンラインでの実施と対面での実施の違い等について
も実証的に明らかにしたことは今後のLGBTQ+の理解や支援に関して意義のあるものとなった。
また文部科学省や厚生労働省からはLGBTQ+の児童生徒や成人はハイリスク群であることが指摘されるようになっ
たが、適切な支援や教育などの介入に関する研究や支援や研究に関するガイドラインを作成している学会や教育
現場は未だ少なく、本研究の結果は、今後もさらに研究が広がることが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
セクシュアル・マイノリティに対する社会の認識は高まりつつあり、学校現場において
は、セクシュアル・マイノリティの児童生徒への配慮ある対応が文部科学省(2012,2015)か
ら求められるようになり、2014 年に文部科学省から出された「性同一性障害に係る対応
に関する状況調査により」では、全国で 606 人の児童生徒へ学校現場においてなんらか
の対応をしたことが報告された。現在ではさらに多くの児童生徒が対応されているだろう
と推測される。社会においては、2015 年から 2016 年にかけて渋谷区や世田谷区の同性
パートナーシップに関する条例が認められ、同様の施策への動きが全国各地でおこってお
り、2019 年末には全国で 30 の自治体がパートナーシップに関するなんらかの対応をす
ることが議会等で決定されている。また、様々な職場においてもセクシュアル・マイノリ
ティへの差別がないように対応することが明言されるようになってきた。また、性的少数
者は、性的多数者に比べて、多くの精神的負担を抱えていることも様々な研究によって明
らかにされてきた。自殺念慮、自殺企図の割合も針間(2013)によれば、性同一性障害と診
断された方のそれぞれ 62.2％、10.8％であり、これは性別に違和感のない者の約 490倍に
相当する。また、日高(2008)によれば、ゲイ・バイセクシュアル男性の自殺未遂リスクは
異性愛男性の 5.98倍である。その他にも不登校やいじめの対象になっていることも明らか
となってきた(日高，2016；中塚，2017)。 
しかし、現在、カウンセラー養成大学・大学院等（公認心理師・臨床心理士等）におい
て、セクシュアル・マイノリティについての講義、実習を行っているところは、全国にほ
とんどない。諸外国をみると、例えばアメリカにおいては、マイノリティに関する講義、
演習、実習はカウンセラーになるための必須科目である。その中には、民族、人種、国
籍、宗教、などと並んで、セクシュアル・マイノリティが重要な内容である。また、アメ
リカ心 理 学 会 で は 、Guideline for Psychological Practice with LGB Clients (2011), 
Guideline for Working with Transgender, Gender Nonconforming People (2015)等も作
成され、カウンセラーのセクシュアル・マイノリティ当事者への適切なかかわりの必要性
ついて明言している。そして、これらのことについて知識、対応の技術がないとカウンセ
ラーの資格を取得することができないのである。 
これまで、研究代表者は、セクシュアル・マイノリティへの心理的支援プログラムを開
発し、日本における「LGBTセンシティブカウンセラー養成プログラム」の実践とその効
果検証を行った（葛西・岡橋，2009；葛西，2014，2019）。また、カウンセラーだけでな
く教員対象や一般の方々対象のプログラムも開発し、その効果を検証した（葛西，
2014)。これまでの研究でこれらのプログラムの実践によってセクシュアル・マイノリテ
ィの理解、心理的支援の必要性等について、多くのカウンセラーや教員に示すことができ
た。しかし、これらは入門的な内容であり、実際に目の前に当事者のクライエントや児童
生徒、保護者がいたときに、具体的にどのように支援したらいいのかについては、未だ不
十分であるといえる。このような内容を含めた実践的な研修内容・方法の開発をすること
は急務である。また、専門的な学会（日本心理臨床学会、日本カウンセリング学会等）に
おいてもセクシュアル・マイノリティのクライエントに対する心理的支援に関するガイド
ラインや倫理規定を定めていない。大学等の高等教育機関においてもその倫理規定等のガ
イドラインにセクシュアル・マイノリティに関することを含めているところは数か所のみ
である。研究として、実践として、どのような倫理規定、ガイドラインが必要であるのか
について解明し、作成することは、倫理的な研究・実践を行うために必要不可欠である。 
 
２．研究の目的 
上述したように心理の専門家によるセクシュアル・マイノリティ当事者やその関係者
（家族や友人）への支援は急務であるが、どのようにそのカウンセリング能力を指導した
らいいのかに関する研究は見当たらない。同様に、セクシュアル・マイノリティ当事者に
関する実証的研究は、心理的支援のためにも必要であるが、どのように研究するのが倫理
的であるのか、どのような配慮が必要であるのかに関する研究もない。 
そこで本研究の第１の目的は、研究代表者がこれまで開発し実践を行ってきたプログラ
ムを元に、海外ですでに開発されているプログラムも参考に、心理支援の専門家を対象と
したセクシュアル・マイノリティ当事者に有効な発展的で実践的な内容を含んだプログラ
ムを開発することである。特に性的指向である LGBと性自認・性別違和に関する Tの当
事者の方々の相談内容や対応は異なるということを考慮に入れ、別々の内容を考える。ま
た、その実際の効果をカウンセラーの自己効力感だけでなく、クライエントへの有効性の
観点から検証することを目的とする。 
第２の目的は、この専門家のためのプログラムの開発にも必要であるセクシュアル・マ
イノリティ当事者を対象とした臨床活動と実証研究を行う際のガイドラインを作成するこ
とである。心理的支援を専門とする分野の様々な学会においてもこのような倫理規定やガ



イドラインは作成されておらず、またセクシュアル・マイノリティを含めたマイノリティ
を対象とする研究を行う学会においても、倫理規定やガイドラインは作成されていない。 
 
３．研究の方法 
本研究の第１の目的に関しては、以下の手順で研究を進める予定である。 
①「LGBT Sensitive カウンセラー養成プログラム」（葛西・岡橋，2009；葛西，2014；葛
西，2019）の内容の追加修正：現在のプログラム内容で足りない部分を明らかにし、追加
修正内容を検討する。 
②当事者へのインタビュー：実際の臨床現場においての相談内容、対応方法、また、それ
らの有効性について当事者へインタビューを行う。 
③海外の専門家対象のプログラム内容の検討：セクシュアル・マイノリティへの心理的支
援の先進国である欧米で実践されている心理の専門家対象の訓練プログラムを収集し、ま
た、実際に体験し、それらの中から２の結果をもとに日本の専門家へのプログラム内容と
して適切なものを追加する。例えば、実際の支援や対応の仕方、LGB、T、それ以外のセク
シュアリティの違いによって異なる対応の必要性等についてである。 
これらの研究をもとに「心理支援専門家のための LGBTQ+研修プログラム」を開発する。 
 
本研究の第２の目的に関しては、LGBTQ+対象の実践と研究に関するガイドラインの作成
であり、以下の手順で行う。 
①海外のガイドライン：2012 年に研究代表者も研究グループの一員として加わった、「ア
メリカ心理学会(APA)特別専門委員会における『性指向に関する適切な心理療法的対応』
の報告書要約」(佐々木ら，2012)や、2014 年に研究代表者も研究グループの一員として翻
訳した WPATH の「トランスセクシュアル、トランスジェンダー、ジェンダーに非同調な
人々のためのケア基準」、アメリカ心理学会のトランスジェンダーや性別非同調者への支
援のガイドライン（2015）、セクシュアル・マイノリティへの支援の先進国であるオラン
ダ等ヨーロッパ諸国が作成したガイドライン等を分析し、日本の現状、支援体制、当事者
の心理的悩みに対応できるものはどのようなガイドラインであるかを明らかにする。 
②日本国内の支援に関するガイドライン：日本国内においては実践活動や研究活動に関す
るガイドラインは未だ整備されていないが、学生への支援として国際基督教大学や早稲田
大学がガイドラインを作成している。これらを参考に、臨床と研究に必要なガイドライン
について明らかにする。 
③当事者へのインタビュー：①と②からガイドラインの案を作成し、実際にクライエント
として、あるいは研究対象として当事者の方々を対象とするときに有効であるかどうかを
調査する。 
 
４．研究成果 
 第 1の目的であるプログラム開発については、研究代表者がこれまで開発したプログラ
ムは、性的指向の少数派（LGB）である当事者やクライエントへの心理的支援を目的とし
たものであったので、そのプログラムに性自認の少数派（T）である当事者やクライエン
トへの心理的支援を追加したプログラム案を作成した。トラスジェンダー当事者へのイン
タビューを行い性別の違和感を抱いたときにどのような感情・思考であったのか、どのよ
うな支援が必要であったか、効果的であった支援は何か、効果的ではなかった支援は何か
ついて明らかにした。その結果をもとに、架空事例を作成し、またトランスジェンダーの
方々が相談したいと思う内容の一覧を作成し、プログラムに追加した。さらにプログラム
受講者が心理支援者（臨床心理士や公認心理師などの専門家）、教職員で事例や支援方法
についての内容を変え、また支援する当事者の年代（幼・小・中・高・特別支援・大学）
別に架空事例の内容や対応方法について分けたプログラムを作成した。さらに医療機関の
専門家に対するプログラムも作成した。実際のクライエントへの質問の仕方やアセスメン
ト方法については LGBTQ+の支援において先進国である欧米の尺度や手法を取り入れた（葛
西，2023）。 
 また、コロナ禍であるという状況を利用してオンラインでのプログラムも実施した。そ
の結果、初心者向けのプログラムでは対面とオンラインではその効果にあまり差はみられ
なかったが、中級者向けのプログラムでは、オンラインでは十分体験できないロールプレ
イや相談の実践について対面のプログラムの方が効果的であるという結果も得られた。 
 
 第 2の目的であるガイドラインの作成については、令和 2年に作成した大学のガイドラ
インに基づいた教職員や学生対象の研修会を開催した。その結果、当事者の学生から学内
での受け入れが以前より良くなったと感じられ、過ごしやすくなったとの反応を得られ
た。また、ガイドラインの作成の必要性について学会等で提案し、多くの大学から大学で
の対応について、ガイドラインの作成の必要性について問い合わせがあり、研修を実施し
た。欧米のガイドラインの翻訳・紹介も行い（葛西，2023）、今後、日本の多くの学会で
ガイドラインの作成が行われ、適切な研究や支援が行われることを期待する。 
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 ４．発表年
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2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

日本心理臨床学会

日本心理臨床学会

World Anti-Bullying Forum（国際学会）
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 ４．発表年

 ４．発表年

性の多様性への理解を目指した授業実践

Aセクシュアルを自認する過程
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